
第22回大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会

エリア分科会への情報提供について

1

資料５

令和８年６月１１日



2

• R７エリア分科会で挙げられた災害廃棄物処理に係る課題検討で挙げられた意見を
踏まえた、R８事業の対応案

R７開催予定のイベント イベントで共有する項目案

エリア分科会 ・人材育成として、自治体の災害時の対応、人材バンク制度、仮置
場レイアウト、運営等の情報を提供する。
・災害廃棄物処理の負担、減免等の自治体の実例等の情報を提
供する。

仮置場設置訓練 ・仮置場レイアウト、設置運営の自治体役、住民役を実地での訓練、
関係者間で交流する場を提供する。

連携強化WG ・自治体間の連携や官民との協定の重要性、連携に係る課題と解
決案を提供する。

仮置場WG ・仮置場選定、設置運営に関する基礎知識を新任者にも分かりや
すく説明する。具体的に仮置場運営をイメージしやすいようにグッ
ドプラクティス、バッドプラクティス事例を紹介する。

計画策定・改定WG ・災害廃棄物処理計画策定を促すため、計画策定の重要性、策定
方法について説明するとともに、北海道版ワークシート、簡易版の
周知をはかる。
※個別のプッシュ型支援を希望の場合は、「令和８年度市町村災
害廃棄物処理計画策定支援」事業にて支援を行う。

令和７年度エリア分科会での意見を踏まえた令和８年度の対応案

 その他、R８のエリア分科会等で共有すべき事項
についてご意見があれば賜りたい。
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イベント 道 振興局 市町村 民間団体

エリア分科会

道央（1名）
道南（ － ）
道北（1名）
道東（1名）

道央 6名（4/全5振興局）
道南 5名（2/全2振興局）
道北 6名（3/全3振興局）
道東 3名（3/全4振興局）

道央 24名（16/全70市町村）
道南 9名（ 7/全18市町村）
道北 10名（ 9/全41市町村）
道東 15名（11/全50市町村）

道央 4名（2団体）
道南 4名（1団体）
道北 4名（2団体）
道東 7名（2団体）

エリア分科会
人材育成

道央（1名）
道南（ － ）
道北（1名）
道東（ － ）

道央 4名（2/全5振興局）
道南 3名（2/全2振興局）
道北（ － ）
道東 2名（2/全4振興局）

道央 17名（13/全70市町村）
道南 8名（ 6/全18市町村）
道北 6名（ 5/全41市町村）
道東 9名（ 6/全50市町村）

道央 2名（2団体）
道南 －
道北 1名（1団体）
道東 2名（2団体）

仮置場WG －
第1回（－）
第2回（－）

第1回（8名）
第2回（7名）

第1回（－）
第2回（－）

仮置場設置訓練
旭川（－）
美幌（－）
共和（－）

旭川（2名）
美幌（5名）
共和（7名）

旭川（7名）
美幌（5名）

共和（15名、組合2名）

旭川（13名）
美幌（15名）
共和（ 2名）

連携強化WG －
第1回（6名）
第2回（7名）

第1回（4名、連合1名）
第2回（5名）

第1回（2名）
第2回（5名）

処理セミナー － 7名（3振興局） 48名（30市町村）、2名（2組合） 14名（8団体）

計画策定WG － －

第1回（7名、5自治体）
第2回（6名、4自治体）
第3回（6名、4自治体）
第4回（7名、5自治体）

－

参考：R７事業の各種イベントへの参加人数
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